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国民の力で

この国の政治を変えよう
子どもたちの未来のために

声なき声を大切に
スモールボイスファースト

新しい総理が誕生しました.

しかしたとえ表紙だけを変えても、 既得権を守り政権

維持だけに恋々とする自民党の淀んだ体質は、決して

変わることはありません。

長すぎる権力・政怖は、いつしか国民に背を向け、

おごり腐敗し暴走します.

今回の総裁選も、「選挙に勝てる飢が欲しいJの一点.

国家の緊急事態にもかかわらず、自分たちの生きのこ

りと主導権争いに明け暮れた古い自民党の体質そのも

のでした.

権力に執着する自民党は、どこまでも強いものの味方

です.

本当に闘っている人、そして自分のカではどうにもな

らない人の戸なき戸は決して朋くことはありません.

コロナ禍の対応も、戦後l語大の厄災にもかかわらず、

緊急事態宣言を繰り返すだけで、検証も学習もないま

まに感染燥発が起こり、遂に医療は!品旗。国民の不安

と不信は募るばかりです.

頑張っている国民と
誠実に向き合う政治

かつて羽悶孜先生は、政治を国民の手に取り戻す

ため大きな二つの政党が堂々と競い合う、活力と

緊q民感のある政治の王道を求め、自民党を離党し

政縦交代を実現しました.

しかしその思いもむなしく、今また政治は失墜し

ー強支配による国民を無視した無責任な政治が行

われています.

「放送kは、氏のためにあり、

氏を若しみから救い

~掌えてこそt1h誌なり」

今こそ、政治の原点に立ち返り、国民の力を結集し、

活力と緊張感に満ちた、そして図民のための、

こまやかで行きとどいた新Lい政治を新しい力で

実現する11まとItlじます。

国民の1rl:.今この闘の政治を蛮えよう.

的差の是正に意欲

菅政権にもそれを支える与党にも、悶氏の命と暮らしを

守ろうとする1'1任感も危機感も覚悩も感じられません。

もうこれ以上、国民を苦しめる政治を許すわけにはい

きません. 警護
暮らしとふるさとを守るため
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貧しさに苦しむ子どもたちを救いたい
国重囲
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アフリカ勤務 17年

神津たけし横顔紹介
昭和 52年、羽田孜元総理の実弟・神津進の双子の次男として生まれる。

父進は上岡高校を卒業。慶応大学在学中の 20歳の時に、母の叔父にあたる佐久

市の神津倣祐氏の養子となる。

幼少の頃は、父の仕事のため鎌倉市で育つも、休みといえば父の故郷である信州、

特に伯父の羽田孜さんの選挙区を走り回る信州大好き少年だ、った。

小学生の頃から、ユニセフの活動に目覚め、「貧困に苦しむアフリカの子どもたち

を救いたい。Jそのために将来は国連で働きたい。高校生になるとその思いはどん

どん大きく膨らみ、その気持ちを抑えることが出来なくなった。

国連を受験する条件として常任理事国の言語が必修の為、高校二年の時に、遂に

一大決心。無謀にも単身で、米国の高校に留学することに。

そのまま大学も米国のオターパイン大学に進学。国際開発に必要な経営学を学ぶ。

卒業後は日本に帰国し、国際協力機構の奨学金を得て国立政策研究大学院大学で

修士号取得。国連開発計画本部のインターンとして国際開発の調査研究に打ち込む。

そんな学びの中で、ニューヨークの国連本部で実務と行政をつかさどるデスクワー

クよりも、貧困に苦しむアフリカの地で、現地の人たちと直接ふれあい、その中

で少しでも地域の開発と生活の向上のために働くことが出来たらとの強い思いか

ら、国際協力機構・ジャイカに勤めることに。

国際協力機構・ジャイカでは、企画調査員・専門家としてケニア・チュニジア

コートジボアール・南アフリカ・ルワンダと、五か国の途上国に駐在。

日本では想像もつかない辛い環境にもけっして屈することなく、それぞれの地域

で、電力・道路・橋梁等の建設と貧困の撲滅に奮走する。

アフリカ駐在中には、たまたま青年海外協力隊の一員としてウガンダの小学校に

教師として派遣されていた妻美花さんと知り合うことに。

奇しくも、二人は夫婦としてまた同志として、アフリカの地で貧困に苦しむ家族

や子どもたちのためにその思いを共有することとなる。

コロナ禍のため昨年の春に帰国。折しも信州の地元では雄一郎議員を中心に衆院

選長野三区の候補者選びが焦点に。雄一郎議員の推薦もあり図らずも神津自身も

候補のひとりとして渦中の人に。

そんな中での雄一郎議員の突然の死。神津にとってその非業は計り知れない衝撃

だった。

雄一郎議員の死を惜しめば惜しむほど、自身のこれまでの活動と重なる子育てと

子どもたちの未来に熱心に取り組んできた雄一郎の遺志を決して無駄にしてはな

らない。その志を受け継ぐことが自身に与えられた運命なのかもしれない。

神津には日に日にそんな思いが強く芽生えていった。

そして、己の人生を賭けた勇気ある決断。

人生の半分を、環境も・言語も・文化も・風習も・歴史も違う途上国の地での学びと、

現地で刻み込んだ貴重な実体験を活かし、 今度はふるさと信州のため、日本の

ために力の限り働きたい。

立憲民主党は常任幹事会において長野県連の推薦を全会一致で承認。

神津たけしは衆議院長野3区の党総支部長に就任した。

妻と、 8歳と 5歳の二人の子どもたちの決断も早かった。

妻も横浜市での教員を辞し家族全員が上岡市に移り住み、 二人の子どもたちも

父のためにと上岡市の学校に転校した。

退路は断たれた。家族もまた父たけしとともに。ゆるぎない覚悟をもって。

「子どもの苦しみは親の苦しみ・苦しみから子ども

たちを家族を救いたいJ
「子どもたちの未来のために格差のない公正な社会

の実現をj

次代のために、今この国の政治を変えたい。

神津たけし。 44歳。

次代を創る新しい力。

上岡市在住本籍佐久市


